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学校公式ブログは 

右のＱＲコードから 

まつりの詳細を掲載 

 

月潟まつり特集 ～月中生が地域を盛り上げました～ 

月潟まつり 1日目 

「子ども山車行列」に、躍進会（生徒会）総務の呼びかけに賛同した 50 名を超える生徒たちと

職員有志が参加しました。雨雲を吹き飛ばすくらいの大きな声を出しながら、商店街を練り歩きま

した。地域の方からは、「盛り上げてくれてありがとう」と、ありがたい言葉をかけていただきまし

た。ありがとうございました。 

夜の民謡流しにも月中生が参加し、祭りに花を添えました。当日、子どもたちの様子を見守って

くださった河井ＰＴＡ会長様、ＰＴＡ補導委員の皆様、ありがとうございました。 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

子ども山車行列に参加して 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、月中生として最後の山車行列に参加しま

した。３年間参加し続けていましたが、今年は今

までの山車行列よりも、思い出深いものとなりま

した。月潟まつりや地域の方々を盛り上げられる

ようにみんなで頑張って山車を引きました。みん

なで力を合わせながら重い山車を引っ張ったり、

大きい声を出したりしたことで、改めて協力する

ことの大切さを感じました。 

来年度以降も、山車行列などを通じて中学生と

地域の方の交流を深めていってほしいです。  

３年 Ｋさん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は月潟まつり子ども山車行列に参加し、様々なことを学びました。 

多くの人が参加した中で、もっと盛り上げようとしてとても大きい声を出して頑張っている

人が多くいました。先生方も体調や疲労などを気に掛けてくださり、生徒が無理をしないよう

にしてくださいました。山車を後ろで押すのをやりたいという人がいたり、山車引きをするこ

とに対して意欲的に動いたりする人が多く、みんながやる気を出していました。 

私は山車行列で協力したことを活かし、今後も様々な行事に臨みたいと思いました。 

２年 Ｍさん 

僕は、月潟まつりの子ども山車行列に参加して、色々な

ことがありました。 

１つ目は、月中の山車を引っ張ったら、めちゃくちゃ重

たかったです。だけど３年生、２年生、１年生が前から力

いっぱい引っ張ったり、後ろから押したりして頑張ってい

ました。 

２つ目は、皆で頑張って山車を２つ目の休憩場所まで持

ってきたところで、皆でガリガリ君を食べました。熱くな

った体を冷やすことができ、とてもおいしかったです。 

３つ目はご祝儀です。いつも中学校にお世話になってい

る人達からの感謝としてご祝儀を貰っている事もわかりま

した。中学校は、色々な人達から感謝されているのがわか

りました。 

僕は、月潟まつりの子ども山車行列に参加してみて、こ

れからも地域の人達に楽しんでもらえて、このお祭りをず

っと続けていけたらと思いました。もちろん、僕はとても

楽しかったです。            １年 Ｈさん 



月潟まつり２日目 

２日目はあいにくの天候となりましたが、会場の農村環境改善センターには、立ち見が出るほ

どたくさんのお客様が集まりました。２番目に登場した吹奏楽部は、校歌や吹奏楽コンクールの

課題曲など４曲を披露しました。最後にはアンコールをいただき、ありがとうございました。 

２曲目の演奏直前には「演奏をめちゃめちゃにしてやる」と話す悪役が登場！ このピンチを

救うため、魔女たちが魔法を使って悪役を懲らしめ、無事に演奏が再開されました…という寸劇

を披露しました。生徒も顧問の職員も全力で役になりきりっていました。 

 

月潟まつりで演奏して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

月潟太鼓には、演奏初披露の１年生を含めた月中生が出演。さらに、

クライマックスの角兵衛獅子の舞でも、月中生が見事な舞を披露しまし

た。ともに会場から大きな拍手が送られていました。 

 

 

 

 

 

 

 

私は日曜日の月潟まつりに吹奏楽部員として参加しまし

た。まずは、自分たちが演奏するときにたくさんの人に協

力、応援してもらいとてもありがたかったです。 

当日は午前中から練習しました。２日連続の部活でした

がしっかり頑張りました。本番のとき、最初はまあまあ緊

張しましたが、だんだん楽しくできるようになり、最後は

気持ちよく演奏を終えられました。 

これからコンクールを控えていてより一層忙しくなりま

すがこの調子で練習に励んで、ベストな結果を得ようと思

います。                ３年 Ｓさん 



市内大会を振り返って（前号の続き） 

 前号（第５号）に掲載できなかったＮＢＣ（軟式野球）の代表生徒の感想を紹介します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

「人権講演会」を開催 

 ６月 28日（金）、全校生徒が参加して「人権講演会」

を開催しました。講師は、新津人権擁護委員協議会の 

中野 睦宗 様です。 

「生きていることの素晴らしさ」 

「人と比べないことの大切さ」 

「今を一生懸命に生きることの大切さ」 

「自分を支えてくれているものへの感謝」 

「人の心の向き方を少し変えることで、世界が変わる

こと」 

など、人が生きていく上で大切なことを、具体的な例を交えながら分かりやすくお話しいただき

ました。生徒の感想を紹介します。 

 

〇「生きているだけで百点満点」という言葉が印象に残りました。自分に自信がつきました。 

〇一番印象に残った言葉は、「生まれてくることができたことは当たり前じゃなくてすごいこと」

という言葉です。あらためて命の尊さや大切さに気付くことができました。 

〇日常の中にあふれている小さなものやことに対する感謝や「おかげさま」という気持ちを忘れ

ずに生きていきたいです。 

〇「自分がよければよい」という考えではなく、「自分もよくて相手もよい」という考え方が大切

だということが分かりました。 

〇「自分がやりたいと思ったことだけをやっていると、悪い方に行ってしまう」というお話が一

番印象に残りました。 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

 

 

 

 

僕は市内大会を終えて、改めて勝つことの難しさを感じました。

去年の冬から夏にかけて辛い練習をしてきました。でも簡単に勝つ

ことができない、それどころか負けそうにまでなりました。実際、

初戦から決勝戦まで点差がギリギリの試合ばかりでした。特に市内

大会は中学生活最後の大会で、どのチームも負けたら終わりのた

め、対戦したどのチームも気迫が今までとは違いました。でもＮＢ

Ｃはその気迫に負けないくらい多くの人の応援によって、市内大会

を勝ち上がることが出来ました。応援ありがとうございました。 

そして県大会に向け練習に励みます。これからも応援よろしくお

願いします。                ３年 Ｎさん 

【速報】 通信陸上大会  ※保護者の承諾を得て氏名を掲載します 

 ３年 登石 愛輝 さん（RizeAC所属） 

  ・110ｍＨ 第３位 14秒 52 ▶ 全中・北信越大会出場決定！ 

・200ｍ  第２位 22秒 89  


